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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月30日(2011.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体に搭載され、送信制御部と送信高周波部と送信アンテナとから成り映像信号を無
線送信する送信側データ伝送装置と、受信アンテナと受信高周波部と受信制御部とから成
り、該映像信号を受信する受信側データ伝送装置とで構成されるデータ伝送システムにお
いて、
　前記送信側データ伝送装置の前記送信制御部、若しくは、前記受信側データ伝送装置の
受信制御部は、
　任意の手段により位置情報を検出する位置情報検出回路と、該検出された位置情報に基
づいて、現在のアンテナの方向、アンテナの方向調整すべき水平方向、及びアンテナの方
向調整すべき垂直方向を少なくとも算出する方向計算処理回路と、該算出された現在のア
ンテナの方向、アンテナの方向調整すべき水平方向、及びアンテナの方向調整すべき垂直
方向を表示するための表示回路とを備えた表示部とから成ることを特徴とするデータ伝送
システム。
【請求項２】
　請求項１のデータ伝送システムにおいて、
　表示するそれぞれの要素を、例えば、三次元であれば三角形とし、先端部の中心からの
位置や、太さ、等によって、各要素の値を表現することと、
　アンテナ方向を確定するための要素量、例えば、受信電界レベルが最大である時には、
当該要素を示す表示を、中心点から最小にするか、最小幅にするか、若しくは非表示とす
ることと、
　アンテナ方向を確定するための要素量、例えば、受信電界レベルが最大若しくは所定の
値以上である時には、当該要素を示す表示を、中心点から最大にするか、最大幅にするか
、若しくは非表示とすることと、
　アンテナ方向を確定するための要素量、例えば、受信電界レベルが最大である時には、
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当該要素を示す表示色を変更するか、若しくは画面全体の表示色を変更することとの
　少なくとも一方を行うことを特徴とするデータ伝送システム。
【請求項３】
　移動体に搭載され、送信制御部と送信高周波部と送信アンテナとから成り映像信号を無
線送信する送信側データ伝送装置と、受信アンテナと受信高周波部と受信制御部とから成
り該映像信号を受信する受信側データ伝送装置とで構成されるデータ伝送システムにおい
て、
　前記送信側データ伝送装置の前記送信制御部、若しくは、前記受信側データ伝送装置の
受信制御部は、任意の手段により位置情報を検出する位置情報検出回路と、該検出された
位置情報に基づいて、現在のアンテナの方向、アンテナの方向調整すべき水平方向、及び
アンテナの方向調整すべき垂直方向を少なくとも算出する方向計算処理回路と、該算出さ
れた現在のアンテナの方向、アンテナの方向調整すべき水平方向、及びアンテナの方向調
整すべき垂直方向を表示するための表示回路とを備えた表示部とから成ることを特徴とす
るデータ伝送システム。


	header
	written-amendment

